
1. 佐賀平野検出の古代道路構造

(I) はじめに

V. 総 括

脊振111南麓を東西方向にはしる古代辺路跡はこれまで本4~笈で6地点、その他の潤査例として8地点の発掘潤介

が央施された。吉野ケ里逍跡の志波屈三の坪、四の坪地区や鶴前U遺跡例のように広範囲な1俎兌に伴う潤布もあ

れば船数メートルのみの潤介もあり検出した遺構をもって道路跡と確定できない潤'l'l:iJ,例も多い。従って毅告柑、

報告文には道路状逍構といった記述が多く見られる。しかし、歴史地理学的研究法による空中:1f.真からはj((線的

な道路痕跡が認められ、神埼郡ではそれに沿って「大道」、「横大路」といった地名が存在し、逍{F条!Ii地割の東西

線と一致し、里界線にもあたる。 このような歴史地理学的方法による事実の苓積は全同的において尖施され、 l••l

様の事例が多くみられその追路痕跡は発掘調査によって追路跡であることが追認されている。したがって、佐n
平野の道路痕跡および潤在にて検出された追路状逍構も積極的に道路跡ということができよう。しかし、その滋

椙も一様ではなくそれゆえに道路跡と断定できないことも多い。ここでは潤究によって確認された逍構から道路

の規校や構造についてのぺてみたい。

(2) 迎路の規校 ・構造に関する研究

発掘調査事例の増加に伴って古代追路の規楳や構造について論じられることも多くなった。木下 (1990)は畿

内および諸道にて確認された古代道路25例をもとにその道輻は約6111、9m、12mなど3mの倍数を示すしの

が多〈、 3mはほばー・丈にあたるから古代道路は丈単位で設定されたと巧えた。さらにこの規校の違いについて

は各泣路の検討から奈良時代の駅路などの幹線近は四丈(12ml.地方逍は二丈を培準とし、平安時代にはその規

設も縮小し幹線道も二丈になったと力えた。さらに道路横造については、基本的には古代道路は両側溝を備えー

般的には路面を区画し排水に用いられる1lllJ溝は幅0.6-Im程であろうが潅漑水路としても機能したと名＇えられ、

群馬県矢の原遺跡南憫溝に堰跡や分水路があることを指摘している。

道路面で検出される円形ないしは楕円形の土坑列は波板状痕跡と呼ばれるがこの性格について早川氏、飯M

氏ら力喀且グている。早川泉 (1991)は束山逍武蔵路にあたる束京都国分寺市、府中市で検：IIされた波板状痕跡を

もとに他地区の類例も集め、その性格について瓜飛物述搬の際に用いられたコロや枕木として利用された丸太の

路面に残された圧痕と考えた。飯田充睛 (1993)は埼玉県所沢市束の上遺跡で検出した道路跡に残る波板状痕跡

について入念に検討した。栢築にあたってはまず、近蹄碁盤の荒掘り時に路面にあたる部分を』II状に掘削し地盤

は凹凸面に仕上げる。その中にロームプロック、ロームプロックと黙色土、焦色土の3肘を客：I: しながら転圧し

路床をつくる。それは平也に仕上げるのではなく加圧のため波板状になる。さらに硬化された波板状を里する路

床の上に最終工程として.II.I色土による客:I．．と転圧を施し舗装面を完成している。すなわち、波板状痕跡は道路構

築にあたっての甚礎工事の痕跡との見解を示した。両氏に先立ち北郷泰道 (1987)、中間研志 (1988)は古代・1e1・辺

ではないものの追路跡にて確認できた波板状痕跡について枕木などの痕跡との見解を示している。近江俊秀

(1994)は奈良県御所市鴨神遺跡で検出した古墳時代の道路跡は地盤の状況に応じて構築工法が追うことを確認

した。さらに全国的に辺路跡の構築方法を検討し道路がつくられる地形や状況に応じて構築方法も異なり、早川、

飯田氏説両方があることを明らかにした。

山村佑榮 (1993)は西海道内の道路施行方法を4つに分類している。 Aタイプは安定した地盤で平地に施J.:さ
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れ、芯々111110111を越える二条の溝を掘る。側溝形状は底が一定の傾斜をもつ完全な溝状をなすものと底が起伏の

ある述絞：I::坑状のものがある。B、Cタイプは丘駿部に施工される方法でBクイプは綬やかな丘陵部のカット工

法、 Cタイプは急斜面をもつ丘陵の「切り通し」である。Dタイプは地盤が湿地などで脆弱な地形部分の盛土整

地工法で、低湿地には堤状の土橋が版榮J辺．法を用いてつくられるとしている。

この様に発掘潤鉛it例の培加に伴い90年代にはいり辺紺や道路面に残された波板状痕跡の性格、地形による

辺路施工方法の分類などについて論ぜられた．

(3) 佐買平野検出の追蹄跡

岡充によって道路跡と推定された楊合その遺構は逍路の1111溝が大半である。路而は削平を受けているti!例が多

〈蹄而幅は明確にできない。そのため道路の規1莫を示す追幅は両側溝の芯心距離をもって逆幅としたりする。ま

た、 トレンチ剥介の楊合検出した溝をもって道路の側溝と認めることは非常に難しいし、出土追物も似られるた

め時期決定が困雉である。臥内の潤査事例についてTab.5に示す。この事例も大半がトレンチ調究という制約が

あることを付け加えておきたい．

ぶ汲距離でみると妓大規校は鶴前Ill辺跡が16-17m、続いて吉野ケ里遺跡が13-16mである。鶴前田近跡は本

報告がなされていないため詳細不明であるが少なくとも出土逍物から古代道路は中枇、近世段階で再利用されて

いたよ うであり、当該時期に憫溝を再掘削した可能性がある。他の事例で側溝がlリ1瞭に確認できた大野原逍跡で

はSm、比較的明瞭に確認できた大野似A沿跡で10.Sm、東泊;m遺跡で9.7m、中園遺跡で8.8mであり吉野ケ里

追跡例以外は 8- llm を測る。 また、丘陵を切り通して敷設された[~の隈遺跡の道路跡は推定5.5mを測り平坦地

のそれより狭まる。111野ケ里遺跡の切り通しも同様の仰向があり、丘陵を切り通した場合道幅は狭くなる。

市野ケ具滋跡検出の追路跡は志波渥四の坪地区で延長約70mを測り、両側溝が明確に検出されており佐双平野

の道路粉としてはひとまわり大きい。吉野ヶ星遣跡の道路跡周辺では店岱j的な配詔をした建物群が確認されてお

り、近路跡が他の祁例よりやや大きいののはそのためではなかろうか．こう してみると佐質平野の平坦地に敷設

された近路跡の芯々距離は約8-llmである．

閥溝については鍵尼逍跡、 Aの版逍跡の幅0.6mから最大では吉野ケ里遺跡、中園遺跡の幅Smを測るものま

でその規嵌は様々である。また、両側溝が同一規模である例が少なくどちらかが大さい傾向があるのは側溝が流

漑水路を兼ねているためであろう。また、側溝で注目されるものに、瓜の隈遺跡の礫敷きの阻溝がある。島の隈遺

跡は比窃差5-6mを測る大規呉なオープンカット工法でつくられA11 a類に分類される。（分類法は後述す

る。)A11 a類は他に1渭ケ里遺跡でみられるが路而は未囮査ゆえに側溝の有無は確認できていなかった。ところ

が恥の隈il'.l跡では断而逆台形て嘩屈60-70cm、深さ10cmを測る測溝を確認Lた。溝底には径5cm以下の小礫を敷き

つめそれを粘土でセメント状に固めるという入念なつくりであった。類例がないためその性格は不明であるが推

測すると切り通しという地形ゆえに1llI溝には多批の水が汝れるであろう。流水対策として礫敷きの側溝をつくつ

たのであろう．

近路の施工方法は地形によって異なる。このことは先学によっても論じられているとお＇）である．比高差のあ

る丘陵は切り通し状に大規楔に掘削し道路をつくる。また、湿地などの脆弱な地形では盛土を施す。また、県内

の隣花1湘例をみると道路輻相当を断面形皿状に掘り窪める事例が束古買遺跡、大野!J;(Bii'I跡、迎川遺跡、唐香｝屈

祇閑原逍跡などでみられる。これらはいずれも沖積地であり路床を掘り往め客土し、版築状に固めることにより、

より強度な路1mを保持する効果があったと思われる。ただし県内の事例では埼玉県所沢市束の上遺跡例のように

波板状の痕跡はみられない。
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Tab. 5 佐TiM内追蹄跡一屁

迅蹟名 追路葬I m 北Ill清 m iti闘ill "' 
（地 lえ名）

所 イ，：地
必々 距櫂

＇：法 文献
船 森さ 糾 深さ

鎚 尼 k t!l貫J 0.6 0.2 Ala ,t.: ,,, 

成 LI I・ 釘 k. -Ill llf 地111をJIil状に深さ約0.6m掘り代める． Cc 4',,, 
松 原 佐 rl,Ii 10.5 0.8 0.2 1.4 0. 15 Ca ,1,: ,If 

人: Jt l(i. A 佐 ti,Ii 10.5 i.5-1.5 0.3 1.0 0.25 t:a -I',,, 
),JtW. B 佐 Tiiii 地'"を輻12-IGm.深さ0.2-0.3mlbl'I111める． Cc ~- ,'i 

人・

＂ 
//,( 佐 fl,Ii 8 0.6-0.9 0.2-0.3m 1.5 0.3 t:a I 

東 祁 Ill 佐 r<,Ii 9.7 :i.s 1.0 2.-1 1.0 Cac 2 

迎 Ill 神埼町 地Illを糾5.2m、深さ0.4m掘＇パ箕める ． Cc I :J 

迎 Ill 

＇ 
神埼町 糾15mの硬化rhi、躙溝なL. c .. 4 

迎 Ill IV 神埼町 14.4 1.3 0. ヽI 0.6 (I,) Ca ,1 

" 伸 J~ 町 5.6 2.1 0.3: ぅ 0.6 (I.I Ca 4 

野 1:i 神埼町 8 硬化dtiの検出． Cb 5 

,. り什原・祇11111i 神埼町 地IiiをJIil状に幅¥i8mllti'I祁める． Ale! -1' ,'f 

IC 篇 神埼町 硬化IRiの検出． l:b 

珀 前 Ill ~I• t.:r町 16-17 2-2.5 2-2.5 Ca 6 

,,. li4 神埼町 8.8 2-3.2 0. ヽI 1.2 0.4 C:t 7 

,,, 
図 ~I• 埼町 8.8 0. 7 0.25 4-5 0.5 Ca 8 

,'I ft ヶ 'll 神埼町 13-16 2.3-5 0.3 1.5-2.3 0.2 A I.Caez ， 
瓜 グ 閉 '-'.lllJII●J 5.3 0.6-0.7 0.1 0.3 0.1 Ah 水 ，'1

これらのことから近路の施：r: 法、構9足法により分類すると地形による施:.or法の分類として A類はオープン

カット_[法でさらに AI類は比秘必があまりない（約4m以内）丘陵の切り通し。AII類は比甜必のある1,:陵の

切り通し。B顕は盛土工法。 C類は平tf頃江法と した。さらに個々の道路跡の特性として a類は1岨i恨!Ji.YIあり。b類

は側涸なし。C類は路9未を皿状に掘り窪める）i法でさらに cI類は路面部分のみのJ.biI)¥)! めでC2類は開消を含

めたIUL状の掘')究めに細分できる.Tab.5にそれぞれの逍跡検：1, のi沿洛跡の分類を記した．

Ca 類が紋も多いのは全(.,;((内にみても一般的な傾I•』） と、思われるが、 Cc類がみられる.::とは注n される。 これま

での先学の凶路施工法による分類では路床を皿状に掘り窪めるものはみあたらず、佐買平f.tなど地111の条件が悪

い沖柏地にみられるこC法の可能性がある．，判!fl・ケ.'ll迅跡の志波松四の坪地区の道路：r. 法は,,り慨溝を bつCa類で

あるが谷をへだてたぷ波給三の坪地区では地111I・. である砂)ii!を幅17m、深さ40cmにわたり IUl状に掘りれめその中

に砂礫土を版築状に積み上げる Cc類である。吉野ケ里逍跡の辺路跡は地形、地'i'tによった道路構咲方法の追いが

みられ追路構造も多彩である。

求i:':iUJ追跨例はII財屈箕みの両側に開溝をつくるCac2類であるが他のCcMiは IIU~J;窪みのみで憫溝は検Illして

いない。平tM.地であればffllj溝は括本的につく られるというJjij提にたてばCac2類になる'uffiltf-1:!, ある。UU状代みの

中を版築状に硬め、その路床部分に憫涸をつくったのかも しれない。側溝は近路廃絶のちに埋められあるいは削

平されたため検111できず、泊路基槃であるIIll;f!;窪みが確認できたと思われる。 1111状窪みの船が吉野ケ'Iし逍跡志波

匹：の坪地区の幅17m、大野原迅跡 B地点の12-16mはiih]OII溝を含めた近路輻とするならj母りな輻であると、息わ
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れる。

典型的な盛土工法は頂線17kmの路線内にはみられないが、上峠町堤土迅はその可能性がある。この土媒の東方

延長線上の八藤遺跡では両oi.mをもつ芯々距離6mの道路状遺構が確認されている。道路状遺構の南北両側では
奈良時代の掘立柱建物群が確認されており道路状遺構も当時期と考えられる。堤土災は束西約300m、高さ 4-5

mを測り、版築状に積まれその中から 6世紀末の遺物が出土している。八藤遣跡の道路状遺構との位沼関係から

堤土媒が盛：l:による土橋状の追路である可能性は高い。

路面の状況では石敷きや波板状痕跡は確認されていない。鵡前田遺跡では地1J1土の上に砂質;I:で整地し、行灰

褐色砂咽土で仕上げる。 一部には砂利敷きの面も確認できている。吉野ケ里遺跡志波屋三の坪地区では両憫溝の

北法面に人頭大の河m石が数個遺存し路屑を石で荘いていた可能性も指摘されている。吉野ケ里遺跡と鶴前田遺
跡は至近距離でありこのような頂州なつくりは官術近くの道路であったためであろう。硬化面が確認できたのは

神埼町内に多い。いずれも数層からなる整地を施し舗装面を仕上げるがその舗装面が硬化している。

息いつくまま佐買平野検出の道路構造について述ぺてきた。 トレンチ潤究による確認例が大半であり、それの

みで道路跡と判断するには材料不足であることはこばめない。しかし、これまで全国的に展開されてきた歴史地

理学的研究とそれを検証してきた発掘潤査の成果をあわせるならば佐奴平野で濶査されてきた道路状遺構も道路

跡に昇格することができよう。

吉野ケ里逍跡の道路跡は前述のとおりオープンカットエ法や路床を皿状に掘り窪めたり多彩な追路構築方法が

みられる。このことは無首にしてこれらのエ法の存在を実証しているのである。佐賀平野の発掘調査現楊をのぞ

くと甕棺、住居跡、 古mなど遺構の大半の上部構造は削平をうけている。道路跡も同様であろう。廃絶したのち
耕地にしたりあるいは後世に道路拡幅した場合当時の面彩はな〈なる。これからの調査では特定が困難な溝一条

にも注意を払う必炭があろう。
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